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６-２-２ 排出源ごとの暴露シナリオによる暴露評価とリスク推計 1 
(１) PRTR 情報に基づく評価 2 
① PRTR 排出量 3 
 4 

表 １９ PRTR 届出事業所ごとの排出量 5 

 6 
注：上記の表は平成 26 年度実績の PRTR 届出 4, 221 事業所及び移動先の下水道終末処理施設 53 箇所のうち、人の摂7 

取量の上位 10 箇所を示す。PRTR 届出外排出量推計手法に従って下水処理場での大気への移行率は 34.5%、水域8 
への移行率は 42.7%とした。 9 

 10 
② リスク推計結果 11 

 一般毒性については、排出源から 1 km 以内の HQ の最大値は吸入経路の場合で、HQ の値12 
は 0.28 であった。また、経口経路と吸入経路の HQ を合計した場合では 0.28 であった。 13 

 生殖・発生毒性については、排出源から 1 km 以内の HQ の最大値は吸入経路の場合で、14 
HQ の値は 0.0024 であった。また、経口経路と吸入経路の HQ を合計した場合では 0.002415 
であった。 16 

 発がん性については、排出源から 1 km 以内の HQ の最大値は吸入経路の場合で、HQ の値17 
は 0.98 であった。また、経口経路と吸入経路の HQ を合計した場合では 0.98 であった。 18 

 19 
  20 

No.
都道
府県

業種名等
大気排出量

[t/year]
水域排出量

[t/year]
合計排出量

[t/year]
排出先水域名称

1 Ａ県 プラスチック製品製造業 230 0.0001 230.0001 Ａ川

2 Ｂ県 木材・木製品製造業 200 0 200

3 Ｃ県 その他の製造業 170 0 170

4 Ｄ県 木材・木製品製造業 160 0 160

5 Ｅ県 プラスチック製品製造業 160 0 160

6 Ｆ県 鉄鋼業 160 0 160

7 Ｇ県 化学工業 150 0.014 150.014 Ｂ海域

8 Ｈ県 木材・木製品製造業 150 0 150

9 Ｉ県 木材・木製品製造業 130 0 130

10 Ｊ県 その他の製造業 130 0 130
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６-４ 環境モニタリングデータとモデル推計結果の比較解析 1 

(１) 地点別のモニタリング濃度と G-CIEMS のモデル推計濃度との比較 2 
 3 

 4 
図 3 G-CIEMS 推計大気濃度（PRTR、平成 25 年度)と 5 

大気モニタリング濃度（有害大気、平成 25 年度）との比較 6 
 7 
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 1 
図 4 G-CIEMS 推計水質濃度（PRTR、平成 25 年度)と 2 

水質モニタリング濃度（健康項目、平成 25 年度）との比較 3 
 4 
 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
 10 
 11 
 12 
 13 
 14 
 15 
 16 
 17 
 18 
 19 
 20 
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